
難治性の月経困難症の一例

臨　床　§　症　例

　　　　　　　　　　　　　　峯　尚志
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症例142歳1女性0

身長158㎝1体重56kg0体温37度

数年来~月経痛{悩³wい»2第二子²望³wＢ病院
婦人科{通院中2子宮腺筋症²指摘さ¼vい»2月経
周期�28日1時{不定2

月経前1中1後~刺さ¼»ようz1}じ»ようz痛�
があº1ロキソûン²1日10錠1最低4日間�飲�が1
痛�が完全{治~»わけw�zい~w常{不安wあ
»2月経量が多く1夜用~úプキン²午前中だけw10
回ほy変え»230分w漏¼vく»212個入º~úプキ
ンがワンパックw�足ºzい2常{微熱があ»2
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既往歴
01

23才　卵巣嚢腫

腹腔鏡にてOPE　チョコレートのう胞を切除

02

26才　卵巣嚢腫

腹腔鏡にてOPE　チョコレートのう胞を切除

03

34才　卵巣嚢腫

癒着がひどく、開腹術にてOPE　卵巣は部分切
除。

04

36才　早期流産
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現症

おっとりしたおだやかな印象だが、イライラすることが多い。寒がりで緊張しやすく、喉が詰ま
る感じがして痰がでる。疲れやすい。

脈は沈、細。舌は淡白紅色で胖大。腹部は表面軟弱で押して沈む感じだが、底の方が硬く、抵抗
圧痛がある。
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舌診・腹診所見

舌は淡白紅色で胖大2
脈は沈1細2

腹部�表面軟弱w押wv沈む感xだが1

底~方が硬く1抵抗圧痛がある2
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採血結果

項目 値 項目 値

白血球数(千／ul) ４．０ 赤血球数(万／ul) ３７０

血色素量(g／dl) １０．５ ヘマトクリット(％) ３２．６

血小板数 ２５．３ 好中球(％) ４４．３

リンパ球(％) ４４．８ ＡＳＴ（ＧＯＴ）(U／L) １５

ＡＬＴ（ＧＰＴ）(U／L) ９ ＡＬＰ(U／L) １１４

γ―ＧＴ(U／L) １１ ＬＤ（ＬＤＨ）(U／L) １４２

ＣＫ（ＣＰＫ）(U／L) ７５ 総蛋白(g／dl) ７．２

アルブミン(g／dl) ４．４ Ａ／Ｇ比 １．５７

中性脂肪(mg／dl) ４７ ＨＤＬコレステロ―ル(mg／dl) ６２

ＬＤＬコレステロール(mg／dl) １４２ 尿素窒素(mg／dL) １５

尿酸(mg／dl) ４．４ クレアチニン(mg／dl) ０．５６

ｅＧＦＲ　ｃｒｅａｔ ９２．５ ナトリウム(mEq／l) １３８

カリウム(mEq／l) ４．０ クロ―ル(mEq／l) １０４

血糖(mg／dl) ８２ 抗核抗体 ４０未満（－）

ＣＲＰ(mg／dl) ０．０２未満

黄体化ホルモン ：２．７　卵胞刺激ホルモン ：４．２　プロラクチン(ng／ml) ：１３．７　ＣＡ１２５(Ｕ／mL) ：６７　
血中エストラジオール(pg／ml)：７８
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弁証・治療方針

気血両虚

易疲労・寒がり・沈細の
脈・淡白紅で胖大の舌・貧
血（Hb 10.5）

寒凝血瘀

刺痛・絞痛、子宮腺筋症と
複数回の手術歴、腹底の硬
結・抵抗圧痛、CA125高値
（67）

肝鬱（兼証）

イライラ・喉のつまり・痰
（梅核気）

治法 →　補気・補血・活血・温経・止血
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処方

補気・補血・活血・温経・止血を意識して処方した。

　人参8 ｇ、黄耆15 ｇ

　当帰12 ｇ、川芎3 ｇ、地黄3 ｇ、
　阿膠8 ｇ、芍薬10 ｇ

　白朮6 ｇ、甘草6 ｇ、乾姜３ｇ

　柴胡 3 ｇ、升麻1.5 ｇ、陳皮3 ｇ

　桂皮3 ｇ、大棗4 ｇ

　茴香1 ｇ、呉茱萸3 ｇ、延胡索5 ｇ

　牡丹皮 4 ｇ、紅花 9 ｇ、桃仁8 ｇ、
    益母草 3 ｇ

　香附子6 ｇ、烏薬6 ｇ

　莪朮 3 ｇ、枳実3 ｇ

　山椒２ｇ、艾葉５ｇ（追加２診）

　田七粗粉末　６ｇ

　ボルタレン５０ｍｇ　五回分
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経過

月経痛の改善

次~月経~時1今まwýキソûンăÿＴ飲³wいた~|1月
経期間²通wvýキソûンăＴxボûタüンサポāＴw過ご
{た2

月経量の減少

前�úプキンĂÿ分w漏¼vいた|1Ā時間持t¸う{zs
た2

朝|起}やy�zsた2目覚まw²¹üーº{�v一時間{{s
vいた~|1y�{起}¹¼»¸う{zsた2

喉~tまº�相変わ¹z

生理後{下腹|x�x�痛い感x�続いvい»2
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経過２　2ヶ月後
   

　生理痛3/10になった。ボルタレン一回使った。

　ロキソニン1日２T　二日目三日目に飲みました。

　それも痛くてたまらなくて飲んだのではなく

　飲んどこうと思って飲んだくらい。

　前は夜用を付けていても30分で漏れていたが、しばらく持つように
   なった。

　漢方のみ出してから生理の二日目から5日目まで

　腰から下が足まで冷たい感じがわかるようになり、煎じを飲むと改善
   するのがわかるようになった。

　その後もこの処方の加減で月経痛、出血量ともに軽減し、経過観察中である。
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まとめ
本症例w�1複数回~ù部手術歴|あº子宮ú筋症を
伴う難治性~o経困難症{対wv1漢方的視点{¹気
血両虚・寒凝血瘀ÿ肝鬱を兼}»Ā~証x弁証w1補
気・補血・活血・温経・k血~方針w治療を行sた2
そ~結果1鎮痛薬依存~軽減1o経量~l常化1日常
生活機能~改善|得¹¼た2一方w喉~tまºÿ梅核
気Ā�残存wvzº1zz加減~余地|あ»2個々~
体質x病態{応xた弁証x加減方~工夫|1慢性~婦
人科疾患~改善{p効wあº1今後も治療経験を重}
vい}たい2
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